	調査項目②　県境を越えた自治体間での個別連携事業に関する質問


予備調査票

問．調査項目①で「①現在、何らかの事業に取り組んでいる」、「②過去、取り組んでいたが、現在は取り組んでいない」を選択された場合は、貴自治体が現在まで（令和8年10月時点）に取り組んだ「県境を越えた連携事業」の内容についてa～hの問いにお答えください。
	a. 連携事業
分類
（A-1～H）
	b. 事業名称
	c. 事業概要と事業期間
	d. 事業対象となった場所や
市町村名等
	e. 連携して事業に取り組んだ理由と
事業発案者（人物や組織、団体名等）
	f. 連携組織の名称と構成
団体（国、県、市町村、
民間団体、大学、地域シ
ンクタンク、NPO、住民
団体等）のすべての名称
	g. 連携して事業に取り組んだこ
とによる効果や今後の課題
	h. 今後、県境を越えた連携事業を
計画、実施していく上で国、県、
民間企業、大学、地域シンクタ
ンク、住民団体、NPO等に求め
る事項

	


F－4
	○○街道観光促進事業
	概要：
○○街道を地域住民自ら学び地域に残る財産として再認識するとともに、○○街道に関する調査・研究活動や○○街道沿いの史跡を探訪するツアーを実施。

事業期間：
開始年度（　 2010　　）年度
終了・終了見込み
	（　 2020　　）年度
	A県a市、c町とB県b市、d市、e町に跨る○○街道及び○○街道沿いの史跡。
	理由：
○○街道という共通の観光資源を有していたことに加えて、歴史・文化的にも共通した地域であったため。


事業発案者（人物や組織、団体名等）：
a市市長・・・氏
b市市長・・・氏
商工会議所会頭・・・氏

	連携組織名：

○○街道連絡会議

構成団体名：
A県、a市、c町
B県、b市、d市、e町
商工会議所
地域シンクタンク
	効果：
地域に一体感が生まれると同時に情報発信力の強化につながった。結果として地域一帯の観光客の増加に繋がった。

今後の課題：
複数関係者による意見調整が困難であったことや事務手続き等の作業負担の軽減が課題である。
	
国や県による財政支援や人的支援、規制緩和等を含めた制度改正等


	－
	
	概要：






事業期間：
開始年度（　　　　　）年度
終了・終了見込み
	（　　　　　）年度
	
	理由：





事業発案者（人物や組織、団体名等）：




	連携組織名：



構成団体名：

	効果：
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